
 

 

 

 

 

  夏休みはいかがお過ごしだったでしょうか？２学期がスタートしました。まずは生活リズムの回復を！！ 

第４回目は，７月 1６日に行われたＯＴ連携指導についてお伝えします！ 

 

OT（作業療法士）連携指導がありました！！ 

１ 日 時 令和６年７月１６日(月) 

２ 指導者 ＯＴ連携指導(作業療法士) 菊野病院 三堂先生 

※OT(作学療法士)は，身体や精神に障害のある人がその心身機能を回復し，日常生活･社会生活に復帰できる

ように食事，歯磨き，入浴などの日常生活の動作，家事，芸術活動，遊び，スポーツといった生活の中における作

業や動作などを用いて訓練・指導・評価・援助を行います。 

３ 対象児童生徒 小学部 ６人 中学部 １人 高等部 １人 計 ８人 
  （参加及び記録）担任，自立活動担当(村上・中薗)，生活支援ｾﾝﾀｰなんさつｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（折口さん) 

４ 主な指導内容とアドバイス 

今回の連携指導では主に４人の児童生徒に対して，参観または，個別に指導していただきました。筆記

具や食具を扱う際の持ち方，使い方についての指導のポイント，筆圧を高める手立て等，御助言をい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

Q スプーンから箸への段階的移行について 

 靴下・靴・衣服の一人での着用練習やポケットを使用できるよ

うになる効果的練習法  

A 手指の操作性等，学校でいろいろな経験をして伸びている状

況。利き手がまだ曖昧であることから，食事や身辺処理のことも含

め，本人が楽しく取り組めることが大事。指先を使う遊び（シール

貼り，コイン入れが有効。スプーンなど 3 点で持つ練習を。 

 Q 筆圧が弱い。姿勢保持が難しい。動きの模倣が苦手 

A 鉛筆の握り方は上手。書くときに，手を浮かせる時がある。 

筆圧とコントロールのどちらに重きを置くのか。適切な枠の大き

さ，正しい手の使い方で力加減の調整をしたい。塗り絵や迷路など

も良い。両手を使った体作りが大切。両手で方を上げると伸びる。

いろいろな姿勢として，かくれんぼなどの遊びもある。動きの模倣

が苦手に関しては，ポーズまねっこ遊びなどが有効。  

 Q 指先の不器用さ，スプーンの持ち方。 

活動への苦手意識，姿勢保持が難しい。 

A 使用するスプーン等は，家と学校で揃えた方が良い。台の上に

お盆をのせて少し高くし，手を支えて上げることで安定させた方

が良いのでは。また，台に手を置いて食べる等もある。活動への意

識については，遊びの中で最初にできそうなところから入ってい

き，苦手意識があるところを楽しめるようにしたい。椅子に座って

いるとき，足に遊びがあるので，足を置く台や背もたれがあれば。 

できることを少しずつ，賞賛しながら自信をもたせ，レベルア

ップを。 

令和６年９月６日 

県立指宿特別支援学校 
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担当：村上久美子 

 

 

 

ワクワク 
自立活動だより 



 Q 上下肢の筋トレ，歩行時姿勢バランス，目と手の供応や手指の

巧緻性向上の取組として有効な活動を教えてほしい。 

 リボン結び等，ひもを使うのが苦手。 

A ボールペン組み立ては，とても上手にやっている。 

今やっているストレッチ等はとても良いので継続してほしい。 

リボン，ひもは柔らかいのでモール等形が止まる素材で結び方を

やってみればよいのでは。座位保持椅子の高さ等については，ＰＴ

と連携し取り組む必要がある。 

 Q 手指機能の向上（手指の巧緻性，力の強さなど）について，学

校や家でできることを教えていただきたい。 

A 手指機能の維持委では，今学校で取り組んでいる内容でよい。

他に，柔らかい紙をちぎったりもよい。机や台の上でやる方が，力

が入りやすい。腕を上げる動作，姿勢により負荷も変わるので，寝

た状態でもよい。顔の向きについては，左首にタオル等を置いた

り，右側に気になるものを置いて見るようにするとよいのでは。 

 Q 食事や学習時の姿勢 

文字を書く時に力が入りすぎることがある。指先の動作が苦手。 

A 箸はしっかり使えている。今の実態からは，どうしても食器に

残ってしまう。きれいに残さずとなると，最後はスプーンでも。 

椅子，机の高さの調整が必要では。視力的なこともあって，顔を近

づけてしまうようだ。書字での鉛筆は，重さがあった方が安定する

し，下敷きは，つるつるしていると力を感じにくい。ざらざらした

下敷きであれば，力を感じやすい。 

 Q 学校として，望ましいサポートがあれば。（家では，腹を浮か

せたり，足の曲げ伸ばしなどのトレーニングを行っている。） 

A 安全第一ではあるが，活動のしやすさなど，場面で本人が選択

するように。椅子に座った状態で，足がしっかりと床についている

と安定している。上半身，胸の動きもしっかりしている。その状態

でいろいろな活動を。 

✰ 次回は菊野病院 PT（理学療法士）の先生に御来校いただき，御指導いただく予定です。御質問がある方は，

記入欄に記入をされ，９月８日までに担任へ御提出ください。また，お子さんに関する悩み事，自活だよりで

取り扱ってほしい内容がありましたら御意見をお寄せください。または，自立活動室村上へご連絡（お立ち寄

り）ください。 

きりとり           

   （         ）部  （       ）年  名前（                                      ） 

  （                        ）  について 

 

締め切り ９月８日（金） 提出先：担 

 


